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６月１５日（月）の始業式は校内放送で一斉に行いました。まずは、住北小

「徹底４項目」の一つである「あいさつ」について話しました。マスクを着け

ていても、気持ちのよいあいさつを先生や友だちと交わすには、どのようにすればよいのか、自分

なりに、答えを見つけ、実行できるようにしようということです。 

 「あいさつをする相手をよく見て、声の大きさを考え、軽く頭を下げる」、そんなあいさつが、

徐々に広がりつつあり、逆に丁寧なあいさつを身につけさせるチャンスと考え、取り組んでいます。 

 次に、本題として、校長としての願いを子どもたちに伝えました。 

一つ目は、毎日毎日、こつこつと頑張りを貯金していくと、ふり返ればとてつもなく大きな力が

身に着いているということです。 

二つ目は、その「頑張り貯金」をするために何を頑張るのか、今の自分に合った目標を定めると

いうことです。 

目標が定まれば、子どもは変わり始めます。そこに、こつこつと頑張りきる強い気持ちが加われ

ば、困難な一年が、素敵な一年へと変わります。ただし、「頑張れ！頑張れ！」と叱咤激励すると

いうスタンスではなく、子どもたちの小さな頑張りを見逃さず、丁寧に認めていくというスタンス

で、子どもたちの成長を願い、本格的に学校を再開しました。 

 

６月１５日（月）に入学式を無事終えることができました。 

新１年生の保護者の皆様には、４月に延期のお知らせをして以降、長い間、

入学式の日程が確定せず、本当にご迷惑をおかけしました。 

また、新型コロナウイルス感染症対策のための措置も含め、皆様のご理解とご協力、その冷静な

ご対応に支えられてのことと、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。 

 さて、新１年生は、最後まで賢く、落ち着いた態度で式に参加することができました。 

小学校では「姿勢を正して最後までしっかりとお話を聞く」という学習規律を、とりわけ大切に

しています。学力をぐんぐん伸ばしていく子は例外なく、よく話が聞ける子です。しっかりとお話

を聞くというお勉強のスタートとしての入学式、とてもよくできていました。 

また、小学校生活の第一歩として新１年生の名前を全員紹介しました。名前を呼ばれ、しっかり

と挙手する新１年生の姿に感動するとともに、門出を祝う喜びが込み上げてきました。 

それでは、新１年生へのお祝いの言葉（式辞）の一部を紹介します。 

お祝いの言葉 

一年生の皆さんが、勢揃いしましたね。改めまして、ご入学おめでとうございます。 

人数を少なくしての登校をすでに十日間経験している皆さんは、小学生としての準備を

立派に整え、今日の入学式を迎えることができました。本当に、素直で賢い一年生だと、

校長先生は、とても喜んでいます。きっと、担任の先生方や上級生のお兄さん、お姉さん

たちも喜んでいると思います。 

さて、そんな楽しみいっぱいの皆さんにご入学の贈り物をしたいと思います。（四つの

袋を取り出し）これら四つの袋の中には、何が入っているのでしょう。実は、何かの種が

入っています。何の種かと言いますと、まず、オレンジ色の袋の中には、あいさつの種。

（揺すって、音を鳴らし）相手のお顔を見て、気持ちよくあいさつができる子になります

ように。あいさつの種を蒔きますよ。（袋を開けて手を入れ、種を握り、優しく蒔く真似

をしました。以下の３つの種についても、同様の動作を繰り返しました。） 



 

次に、赤色の袋の中には、やさしさの種。友達と仲よく助け合う子に

なりますように。やさしさの種を蒔きますよ。 

次に、青色の袋の中には、お勉強の種。先生のお話をしっかりと聞く

子になりますように。お勉強の種を蒔きますよ。 

最後に、ピンク色の袋の中には、健康の種。みなさんが、毎日、健康で安全に暮らせる

よう、自分の身体を大切にする子になりますように。健康の種を蒔きますよ。 

今、校長先生が、それぞれの袋の中から種を取り出して、皆さんの心の中に蒔きました。

住道北小学校で大切にしている心の種です。しっかりと育てて

下さいね。 

さっそく明日から、「気持ちよくあいさつをする」、「友だちと

仲よく助け合う」、「お話をしっかりと聞く」、そして、「自分の

身体を大切にする」ことをがんばっていきましょうね。 

 

 

 

清掃活動について 

 清掃活動は、学校内の環境衛生を保つ上で重要である一方、共同作業を伴うことが多く、また、

共用の用具等を用いることとなります。 

そこで、大東市教育委員会が策定している「学校園における新型コロナウイルス感染症対策マニ

ュアル【第２版】」では、以下のように取り扱うよう、指示が下りております。 

・机やいすの水拭きや乾き拭き、掃き掃除など日常的に実施する清掃活動を行う際には、換気を行

い、マスクを着用したうえで実施すること。 

・手袋を着用する必要はないが、掃除後は手洗いを行うこと。 

・トイレ掃除は、床については水を流さずモップ等で拭くようにすること。 

・便器については、感染リスクが高いことから、児童生徒が行うことは控えること。 

 本校では、給食が始まった６月１６日以降、日常的に行っていた掃除を、学年に応じて再開し、

換気のよい状況のもと、マスクをした上で実施しております。 

１年生の教室・廊下等には、６年生の児童が学級担任のお手伝いに入っており、実によく働いて

います。１年生も、自在ほうきの持ち方、掃き方などを学んでいるところです。 

掃除が終わった後は、石けんと流水による手洗いや手指消毒を必ず行わせるようにしています。

トイレの便器等、トイレ掃除で行き届かない箇所は、当面、教職員で行うこととしております。 

掃除風景 

 

 

 

 

 

 

 
住北っ子の日常は、住北小ホームページの「学校日記」で！発信力の源として一人でも多くの方に

活用していただけるよう、日々更新に努めます。 ホームページへのアクセスをぜひ日課に！ 

住北小ホームページＵＲＬ ⇒ http://ed.city.daito.osaka.jp/sumin-es/ 


